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2 Executive Summary 
裸眼 3D ディスプレイは、その開発の歴史が長く、2000 年代には多くのディスプレイが上市され、また

2010 年代以降には大手企業が更に画質の優れたディスプレイの開発に本格的に資本を投入した。その後、

一人用としてアイトラッキングを採用した高画質の裸眼 3D ディスプレイが実用化されている。裸眼 3D

ディスプレイには大まかに下記の課題がある。これらについて本書では詳述する。 

 

立体ディスプレイは、各ピクセルから 2 つの区別可能な光ビームしか出せないため、スィートポイン

トに視聴者が配置される必要がある。この解決のためにアイトラッキングが採用され、視聴者の苦痛を低

減している。マルチビューシステムは、8-16 ビューを生成するが、これはまだ、限られた FOV と無効な

ゾーンの原因と強く妥協している。時間多重化ソリューションを除くこれらのシステムのほとんどは、ベ

ースとして 2D パネルを使用しているため、方向と解像度の間にトレードオフが存在する：n 方向を導入

すると、解像度が 1／nの部分に低下する。インテグラルイメージングは垂直視差を持つフルバージョン

のマルチビューシステムであり、垂直方向のビューが利用可能な解像度を消費する。ボリューメトリック

システムは、空間位置は利用可能な光ビームの組み合わせで表される。これはミッシング・オクルージョ

ンの問題につながる。人の目を引く特殊なアプリケーションに利用される。 

ホログラフィックシステムは、波面を再構成するためにホログラフィックパターンを生成する。これら

のシステムは、現実的に達成可能な画像サイズや視野角において基本的な制限を受ける。 

 

各種業種に於ける Dx 化推進の流れの中で、裸眼 3D ディスプレイの新たな応用が拡大しようとしてい

る。医療用途やメタバース関連はその最前線となる可能性が高い。裸眼 3Dディスプレイの応用の一例と

しての現代の臨床診療は、CT、MRI、関連技術など、本質的に 3D画像モダリティに大きく依存している。

優れたレンダリング技術が発明されて以来、患部臓器のバーチャルモデル上で術前検査を行うことが一

般的になり、多くの場合、標準的な立体視技術、例えば 3Dメガネや適切なヘッドトラッキング装置を使

用している。この場合一人のビューアーに限られる作業環境となり、臨床応用のための共同 3D 環境が研

究課題となっている。医療用途に限らず、裸眼 3Dディスプレイの応用は、メタバースやアミューズメン

ト用途、VR/AR 用ディスプレイ用途、ロボットや機械を遠隔操縦する用途、など、今後のデジタルツイン

技術の進展も伴い、こうした用途の拡充が期待される。 

FIG.2 には、本レポートの資料の一例を示した。 

 

 
FIG. 2 Executive Summary 
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